
 

 

 

 

 

 

 

 

理想の自分は見えていますか 

学年主任 天野弘之 

今年も残すところ後わずか、年の瀬となりました。何がどうということはないけれども、気ぜわしい時季で

すね。この時季、皆さんはお家で大掃除の手伝いはしていますか。いろんな意味で日頃出来ていないところ、

手の届いていないところの掃除をしましょうね。 

さて、修学旅行後のタイトな日程の中で、２学期期末考査、交流文化祭、球技大会と立て続けに重要な

イベントを乗り越えてきた皆さんの活力を見るにつけ、一人ひとりが持つポテンシャルの高さや集団の前向

きな力をダイレクトに感じることができました。篠原校長先生が、『群青－We Keep on challenging－

Vol.15』の中で「制限の中で精一杯楽しむことができたことも生徒の皆さんの成長の一つだ。」と述べら

れているとおり、逆境の中で活路を見出す力を皆さんは知らず知らずのうちに身につけ始めているのでしょ

う。そういう皆さんだからこそ、次のステップへ向けて一つでも上のステージに上がってほしいと熱望してい

ます。理想の自分の姿はイメージできていますか。 

修学旅行・交流文化祭・球技大会で見せてくれたポテンシャルの高さを学習面にシフトしていけば、なり

たい自分、理想の自分の姿ははっきりとしてくるはずです。自分の良いところと悪いところをきちんと理解し、

特に悪いところと向き合って、改善していく具体的な対策を立てることが大切です。自分の悪いところと向

き合うのは心地良いことではありませんが、その気持ちの悪さを乗り越えることが人生のターニング・ポイン

トとなります。そして、具体的な対策、つまり改善策を必ず実行していきましょう。日々の生活の中ですぐに立

て直せるところ、改善できるところは結構沢山あります。例えば、姿勢です。チャイム後の姿勢、授業に入る

時の自分の姿を見直すだけでも大きな進歩があるはずです。 

新年に向けて、なりたい自分、理想の自分の姿を確定し、自己実現のための取り組みをほんのわずかな

小さなことから始めてみてはどうでしょうか。そして、その取り組みを継続していきましょう。目先の楽しいイ

ベントが多くある年末、年始だからこそ、少し先にいるはずの、まだはっきり見えていない、近未来にいる素

敵な自分になるために、自分自身と真剣に大いに語り合ってみましょう。そんな時間を年末、年始にぜひ作

ってくださいね。 

 時の流れは皆さんが思っている以上に早くなっていることも忘れずに。 

 

 

 

 

 

 

１月 2 月 
日 曜日 予      定 日 曜日 予      定 

１１ 火 始業式 課題考査(１科目) 3 木 マラソン大会 

１２ 水 
課題考査(３科目) ４.５限授業 ５ 土 

マーク模試(希望者) 
CC(PM 大西先生) 6 日 

１５ 土 進研模試 
7 月 

通学路マナーアップキャンペーン 

(９日まで) １７ 月 1.１７阪神淡路大震災追悼行事 

18 火 

通学路マナーアップキャンペーン 

(２０日まで) 

10 木 CC(PM 大西先生) 

14 月 大掃除(４限) 

CC(PM 村田先生) 15 火 生徒休業日 

20 木 CC(PM 大西先生) 16 水 特色選抜入試(生徒休業日) 

22 土 第３回実用英語技能検定 17 木 CC(PM 大西先生) 

23 日 全商簿記実務検定試験(AM) 20 日 第３回実用英語技能検定２次 

27 木 
マラソン大会事前相談(５限) 21 月 学年末考査１日目 

CC(PM 大西先生) 22 火 学年末考査２日目 

28 金 第３回日本語漢字能力検定 24 木 学年末考査３日目 

29 土 第３回硬筆書写技能検定 
25 金 

学年末考査４日目 

30 日 全商情報処理検定試験(AM) 卒業式予行・表彰式 

31 月 全校集会 26 土 第４５回卒業証書授与式 

 28 月 学年末考査５日目 

外出時は、マスクの着用、こまめな手指消毒、帰宅時は、手洗いうがいをする等、コロナウイルス、風邪、

インフルエンザ等の予防対策をしながら、冬季休暇を過ごしてください。１月１１日、みなさんが元気な

姿で学校へ登校してきてくれることを楽しみにしています。 

～ ３学期の登校日数は  ４３回 ～ 

この日数を多いと思うのか、少ないと思うのか、個人差はあると思います。ですが、この４３回の登校を終

えれば３年生に上がります。今、“何となく”で高校生活過ごしていませんか？ 「Time is money」という言

葉があるように、時間は無限ではなく限りがあります。２年生として登校するこの４３回を無駄に過ごすので

はなく、有効的に時間を活用して過ごしてほしいと思います。 

軌跡～KISEKI～ 

軌跡～KISEKI～ 

軌跡～KISEKI～ 

軌跡～KISEKI～ 

軌跡～KISEKI～ 
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